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く研究活動報告〉

ボルタ jレ教授の講演要言

はじめに

1970年 5月25日，パリ大学スラブ研究所長ロジヱ・ボルタノレ教授がフランス政府の文

化度節として北大スラブ、研究施設を訪れた。同教授は 5月29日まで滞在されて二i討の講

演を行ったが，以下はその要旨である。

j可知のように，ポノレタノレ教授は近代ロシアの経済史を専攻され.その手がたし、業績は，

フランス本国はもとよりソ連や欧米各国においても高く評題されているが，わが忌では111

本俊民氏の紹介 (1フランスにおけるスラブ研究の新しし、成果一ーボルタル教授の近業を

Jfl心として _i !l社会経済史学di Vol. 32， No. 4， 1966， 105 - 108ページ〉があるくら

いで，この際同教授の'決誌を得て本誌に掲載することにした。

講 演 I. 18世紀末より 20世紀はじめのロシア社会

1917年の革命によってロシア社会が全面的に変貌し 革命前と革命後の二つの社会の

あいだにきわだったコントラストを生んだことから，ともすれば人は革命前のロシア社会

の1¥-1にある変化の諸要素を低く評偏しそれがながきにわたって硬直した制度ーで、あり，あ

まり JI頃応性のない構造であって， 1905年の諸事件や代議Hjlj的立法議会の右目立にもかカ、わ

らず，ほとんど変ることのなかった政治体制を恒常的に維持してきたと考えがちである。

しかしながらロシア社会は 1860年ごろまでに前資本主義(J'Jな，そして 1890年代からは

加速度lねな工業化に応じて発展した資本主義lねな話形態を持っところの経済的発達の影響

を受けて， この一世紀半のあいだにいちじるしい発展を見たので為った。

まず初めに気づくことは， 農奴thlJに立脚した古い社会構造が頑強に存在し それが 19

liI:紀も末になって(1861年の解放令後二・三十年たって)ようやく消えてゆくということ

である O 経済的発展と自由の琵達の過程が，何世紀にもわたって同時に進行した丙ヨーロ
マ Y タリテイ

ッパとは異なり， ロシアにおいては，工業生が農奴制的なものの考え方を保持する社会に

影響を与えて令その社会的活争点呆を発展ーさせるようになったのは，わず、か半lIt紀そこそこ

のことであった。

また西ヨーロヅパにおいて ~it士会的解放の n!jイにだった 18 世紀が. ロシアにおいては反

対に.社会の諸カテゴザーを冨定化せんとする時代だったということも目につくだろう O

それ故経済的発達に伴う発展的要素が，ツアーリズムによって時代錯誤的に維持されてき

た法的議造とはげしくぶつかることになり司 Lかもこの衝突は第一次計界大戦に至るまで、

全色、たのであった。

このような社会的背景をもとに.われわれは経済的諸条件一一それらはた Lかにたした

ものではなL、が， といって一晃考えられるほど小さなものでもない-t同時に‘異常に
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持束的な法的・政治的諸条件とを考慮する必要がある。このような法的・政治的条件が，
.".:.-タ Fテイ

また逆に農奴制に立脚する社会構造として精神状態の上に作用を及ぼしたからである。法

律以外にも， 19 iit紀のロシアにおいては麦族の高人に対する蔑視や，高人の権力を分担す

ることの恐れ(単に地方自治のレベルにおいてすら〉が，西ヨーロッパの「勝ち誇れるj

プノレジョワジーの力の自覚ときわだった対照をなして， ロシアのプノレジョワジーをして政

治的に取るに足らぬ存在へと追いやったので、あった。
マ Y タ 9".イ

経済的発達の社会的諸結果がかなり明瞭とはし、え，精神状態の研究は末だ残されたまま

である。しかし社会的カテゴリーをもっとはっきり定義し，それら桔互関の関係を明らか

にしてお互いの飽に対する考え方を理解するためにもこの研究は不可欠であろう。

* 
併発

ロシア社会は本質的に農民社会である。たとえ都市住民や非農家の説合がふえたとはい

え一一それは 188θ年以後とくにL、ちじるしかった←ーロシア社会はこの一世紀半のあい

だ農民社会であり続けた。都市の住民のかなりの部分， とくに 19世紀のあいだに経済的

発達が生み出したところの新しいカテゴリーである労働者は，田舎と密接なきずなを保つ
.".:.-1'事テイ

ていた。 20世紀に入る時期においてすら，形成期の労働者階級は農民的な考え方を持ち続

けていたのである。

農民層は均質的なものではなし、。 1861年まで、は，法的区分(自由な国有地農民，農奴，
オプ"-11
年貢農奴，家内農奴，工場農奴，そして 18θ8年までの工場「登録j 農民)と， 実際に生

じた区分が抵触していた。とくに金のもうかる職業を営む自由農民や農奴〈この場合は自

分の自由を買戻したあとのことだが〉は奇人のカテゴリーに近づいていった。経済的発

達の緩慢さはこのような社会的上昇を制限したが， それでも 1820年以後はかなりの人数

にこのような上昇を許容したので、あるo 逆説的にも織物工業のブノレジョワジーは農奴身分

から生まれたのであった。

1861年以後農民は法的に自由になった。 しかし社会的分化は， 農村共同捧という障害

や貴族の大土地所有の存在や経済的発達の速度の不十分なリズムが障害となって，限られ

たものだった。 1905年以降になって，農村共同体に敵対的な政厨の政策がこの鐸害を一掃

した。そして革命の前夜になって，農村ブノレジョワジーが形成されるようになってきたの

である。

このような農民大衆に対して，古い家柄の土地貴族層は， しだし、に官掠貴族に呑みこま

れていった。 1917年に至るまでロシア国家は貴族的，官康的国家にとどまった。貴族と農

弐とのあいだで土地の分割が取りきめられた 1861年以後においてさえも，貴族層は大部分

の土地を保持しており，全誌としては，その経済的基盤を土地においていたのである。

しかし開題は，彼らが一つの搭級として国難な立場になってきたということにある。威

信を保つための出費はかさみ.彼らの存在を抹証するための土地からの収入は， しだし、に

不十分なものとなっていった。ここにおいて，より一般的な問題が出てくる O 即ち，政治

権力において強力であり，菌家の中枢を為していた貴族が，その物質的基盤が掘り崩され

るのを感ずるようになり，没落していったのか，ということであるo実をいえば， ロシア

の貴族は産業の進展に参加したので、あった。彼らは輪送機関の発達に力を貸し，後退した
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りすることがなかった。貴族措級内部では分化が生ム富治な家族がより豊かになり強国

になると同時に， 多くの家庭を貧しいものにした。 1861年以後の貴族による土地の売却

Lt，彼らの貧菌化のしるしであるが，それとても必ずしも貴族の工業， i>.言葉，銀行業の分

野における以前よりもきわだって有利な活動をうち消すことにはならなかった。これらの

貴族は高水準の経済力を保持していたりである。致治的な力i主ロシアの:貴族が「産業革

命j の思恵に浴することを汗容したが.この産業革命辻おだやかな形であったとはし、え，

20註紀初頭のロシアを震接させたのであったっ

最後に， 19世紀における経済的発達は. 18世紀にも 19-ut紀のはじめの四分の三にも存

在しなかったところの労働者階級の形成と， 18世紀には純粋に商業的特徴を持っていたの

が， 19t!t紀になると工業や銀行業〈この場合は 1860if以後銀行が設立されるようになっ

てはじめて現われる〉の分野に進出してくる「プルジョワ」階級の発達〈形成とiれ、えな

いまでも〉とをうながした。ロシアの社会的楚震のもっとも独自的な特徴ば，たしかに，

きわめて速かに豊かになった，権力iニ服従的で忠実な産業ブ、ルジョワジーの形成のうちに

あるつもっぱら経済的活動に没頭していた後らが，国家的役割を果すようになったのはよ

うやく 20世紀のはじめからであったn もう一つの独自な特徴は，日告人j階級(このI}Iに

は工業家も含まれる〉が「ギルド」として階容的な組織の中に統合されており，これら

lf話人」の最大のねがし、は貴族になることであって.その私的情況は貴族のそれに近づい

ていったということであるつ彼らが貴族に叙任されることによって，ブ、ノレジョワジーのも

っとも経済的にダイナミックな要素が貴族に併呑されることになり，かくてブ、ルジョワジ

ーはとからすくい取られて社会的に弱L、位置にとどまったのであるつ

労{動者に|喝して ~i，たしかに 1914 年になってもその数は少記かったが‘いくつかの都台

や工業地域に集『ドしていたことがあげられる。彼らはたしかに一つの明確な社会的階級を

構成し， 19世紀の末には111身の村と完全に離れるようになってきたが，法的見地からは‘

依然として農民であり続けたのロシア社会の「身分J上の区分は 1767年のエカテリーナ

2 t主によって招集された有名な委員会以来ほとんど変ることがなかった。 1905年以後出来
た代議制度が機能することによって，この制震を一変させることができたかも知れない

が、第一国会においですら投票や選挙の条件は、労{勤者を全政治的存在の枠外に残したま

まであったの

牢

+を今+

1917年の革命前夜のロシア社会は，その独特な特徴を保持しながらも、西ヨーロッパ社

会に近づく方向をめざして発展していた。経済的発達ば古い法的枠組を掘り崩しそれを

破壊せんばかりになっていた。新Lい，より開かれた社会ができつつあったつしかLこの

発展的現象は質的というよりも量的性務のものであったっ社会の流動性， 1毛細管現象J

i工取るに足らぬものだったの新たな経済的諸条件と結びついて発達したプルジョワジーと

プロレタリアートのそれぞれの情況はーこの発展に比して時代錯誤的であり続けた体制に

対するレジスタンスを証言していた。この両者の争いがその反動としての革命の暴力性と

その決定的な性格とを説明するものなのであるゥ

〈外川継男訳〉
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講 演 11. 19'""-' 20世紀の口シヤにおける工業中産階級

ロシヤの中産階級の研究は，ほとんど行われていなL、。この仕事は二つの点で興味ある

ものである。一つは，たしかに，数は少ないけれども，経済的に，また，社会的に重要な

役割をした社会的範時について述べる機会を与えるからであるの今一つは，ロシヤの経済

的に立ちおくれた，また，農奴制によって相対的に動きのとれない社会の中から生まれて

きた社会的階級の数少ない，貴重な事例を示すからである。その点で最も典型的な例は，

工業中産階級である。

ロシアの中産階級の一つが農民の中から出てきたのは，早くも 16世紀の商業部門に於

てであるの工業部門では， 18世紀以後，とくに 19世紀の初頭に於てであるのまた， 金融

部門で生まれたのは， 19世紀の末であったのそれは，新しい中産階級で，第三の商業組合

に登録されたものを調べ得る限りのものであり，数の上では問題にならないくらいのもの

である。マニュフアクチュアのほとんど全部は，第一および第二の組合に属していたのか

れらは一般に，商業階級の「エリート」を成していた(1864年に 6500万人の住民中第一

組合 2017人，第二組合5403人であったλ

ロシアの工業中産階級は，繊維，とくに綿工業を経営していて，大部分がモスクワの人

間であった(鉄工場は貴族のものであり，また，ベテルプルグの工業はロシア化した外国

人の手中にあった〉。かれらの大部分は農奴の出であった。かれらが金をつくり， 自由と

なり(1820年代)，都市社会への道を拓いてから， 1917年消滅するまでに， 1世紀もたっ

ていない。 1914年に存在していたほとんど全部の繊維マニュブァクチュアは， 農奴の時

代にはじめられたものである。 1861年以後のものは，あまり多くなし、。発展したのは古く

からのマニュブアクチュアである。

農奴制の中で金をつくったのは，とくにイワノヴォのシチェレメンテフ家の領内，一般

にいってモスクワから東の方に延びた地域で，早くも 19世紀の初頭に於て，同時に何等か

の仕事に雇われていた農奴職人で、ある。そこでかれらの所有者たちは，かれらがいくらか

の土地(農奴が住み得るところ〉を購入したり，家で手仕事をすることを許した。 1822年

に制定された保護関税を利用して，かれらは，織物，捺染マニュファクチュアを発展させ

た。イワノヴォのガレリ γ家，ガンドウリン家， クパーエフ家，キネシマのコノヴァーロ

フ家， ヴイチガのクラシーリシチコフ家， ジェヴオニコリスコエ， ドヴェーリのモロソゃプ

家がそれである。

しかしながら，これらの綿マニュフアクチュアのうちのあるものは，もともと自由農民
ポ..，. ~. 

(国有地〉であり，まれには， 1"商工業地区の住民」であった。モスクワのプロハーロフ

家，アレクサンドロフのパクノフ家，ラメンスコエのマリューチン家がそれである。

1840年代に，既存の織物，捺染マニュフアクチュアと結ひ、ついた紡績工場を発展させ

たことによって，工業中産階級は可成りの額の金をつくったし農奴制が撤廃された時点

で， かれらはきわめて強固な経済的位置を得たが， それが， 1914年まで続いたのである

(同じ名前や，同じ姓を見出すことができる〉。
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約半世紀の開，地方自治の機能が，これらの依然としてまだ農民的な性格をもち，厳格

な生活を送って，常に仕事に没頭してきた中産階級に，とくに何等かの影響を与えるとい

うことはなかった。一方，かれらの多くは分離深教徒で，政府の嫌疑をうけたり，時とし

て迫害きれた(1855-1860)が， かれらiヱ常に，ツアーりの用人の間でさえ， 自分たち

への支持を得ていた。

農奴制撤廃の後，中産階級の人々は， まったく別の方法で浮びーとる。自由農民に生まれ

て工業に従事した人々は，いよいよ公事に深入りしたが，かれらが吉治体活動をやったの

は， 1905年までであった円かれらは旅行をして廻1 外国語を習い，大学で学んでいるの

Lか L，工業中産階級(繊維マニュフアグチュア〉の人数'1，急速に増大したの 1840年代

に急速な経済的発展が行われるが，もはや担人的にチャンスをとらえることはできなかっ

た円現存するマニュフアクチュア;上近代化Lて比重を増していたのであるの田舎のマニ

ユフアクチユアで顛く職人たちは. 1870.~ 1880年の問に姿を見せなくなったのマニュブ

アクチュアは，動力織機や精勃機(機械fヒがはじまったのは，イギリスから自由に買って

訪績工場をつくることができるよろになったときである〕をfぞって‘各種の工程を集中化

Lた門商業によって宮裕fヒしたその地のマニュフアクチュアの少数は，何不言由なく定若

するために充芳な資力をもっていた(リャピシンスキ一家の場合)。 しかしその時.中産

階級は，貴族に列せられることによって大きく変ったのかれちが. r名誉市民Jの称号を
与えられたとき.第一組合の多〈のマニュフアクチュアは，岳ち貴族のデIJに加えられたの

である門

コストを割って販売Lなければなちなかったぞ1880~ 82， 1900 ---.... 03)ことによって，

識経マニュブアクチュアにいた中産階級の人たちは号室を得ることはなかなか難しく，か

つ.長い期間が必要であることがわかった門しかし全律として見れば，かれちはその地位

を強めたので、ある η ずなわち 1)シベリアとウグライナにマーケットを拡張し取引を

するごとによって 2)機按イヒによってかれらの利益を可戎り廷だすことに上って(1914

年南京;のマニュフアグチュアの費指対照表を見よ. イオグシモぜッチの例がある工 3) 

最後になるが， 多〈の場合， かれちの在事に銀行業務を加えることによって. 19世紀末

および20世紀の始め. ロシアの中産階級は. 識緯マニュフアクチュアのお蔭で，社会的

には西欧流の行動をしたのかれちは盛んに土地を買ったので、あるぐ1861年宣では， 何か

正常でなかったλ 自治体活動に於て、指導的な役割を果したのかれらの主場が建てられた

町や村江，かれちの支配下にあったの致府は経済や関税の問題では，かれちの忠告を受け

入れた門しかし 1905年草命の後に於ても， 自由主義的なかれちの代表者たちの努力に

もかかわちず，かれちはきっとうな致治的役割を演ずることができなかったのかれらは，

西欧の中産階級が行った長期にわたる方、どきをとり得ることなく. 1917年の致治変草の中

で消減ずるのであるの費接階級は国家を掌揮し国家の機講そのものに土って.かれちを

きびしい致治支配の下においていた。かれちが自由になったばかりであることと，かれら

ほ数的に多〈なく，恐慌にもかかわちず富を増し続けていたこととを考えるならば，第一

次世界犬戦前提の，かれちの制限きれだ政治的野心を説明することができょう。臨時政府

期におけるかれらの失敗ば，かれらの璽史の線乙添ったものである。(山本敏訳〉
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